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●
近
年
の
革
命
防
衛
隊
の
拡
大

　
本
年
六
月
九
日
に
採
択
さ
れ
た
国
連

安
保
理
決
議
一
九
二
九
号
は
、
そ
の
草

案
段
階
か
ら
、
革
命
防
衛
隊
の
経
済
活

動
へ
の
打
撃
が
企
図
さ
れ
て
い
た
。
同

決
議
は
、
イ
ラ
ン
有
数
の
建
設
・
開
発

事
業
体
「
最
後
の
預
言
者
開
発
本
部

（
ハ
ー
テ
モ
ル
ア
ン
ビ
ヤ
ー
）」
と
そ
の

系
列
団
体
な
ど
、
革
命
防
衛
隊
傘
下
の

一
五
団
体
を
制
裁
対
象
に
指
定
し
た
。

こ
れ
ら
団
体
は
、
国
内
経
済
に
お
い
て

枢
要
な
位
置
を
占
め
る
ば
か
り
で
な

く
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
関
連
の
事
業
・

調
達
に
も
関
与
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
建
設
・
開
発
分
野
の
公
共
事
業
を
含

め
、
近
年
、
革
命
防
衛
隊
が
、
経
済
・

社
会
・
文
化
の
様
々
な
行
政
分
野
の
裾

野
へ
大
々
的
に
展
開
し
て
い
る
。ま
た
、

二
〇
〇
九
年
の
大
統
領
選
挙
後
の
混
乱

で
は
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
最
高
指
導
者
が

そ
の
調
停
役
を
事
実
上
放
棄
し
た
上
、

国
民
弾
圧
を
主
導
す
る
革
命
防
衛
隊
に

肩
入
れ
し
た
。
こ
れ
ら
の
動
向
は
、
文

民
統
制
の
阻
害
、さ
ら
に
は
軍
国
主
義
・

全
体
主
義
体
制
へ
の
移
行
を
予
兆
さ
せ

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
イ
ラ
ン
の
現
体
制
は
、「
イ
ス
ラ
ー

ム
法
学
者
の
統
治
（
ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
テ
・

フ
ァ
ギ
ー
フ
）」
を
国
家
理
念
の
根
幹

に
据
え
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
た
る
最

高
指
導
者
が
国
家
を
指
導
し
、
軍
は
そ

の
統
制
下
に
属
す
る
と
規
定
す
る
。
革

命
防
衛
隊
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
は
ず

だ
が
、
近
年
に
お
い
て
実
態
は
そ
の
統

治
理
念
と
乖
離
し
て
き
た
。
小
論
は
、

一
九
七
九
年
か
ら
現
在
に
至
る
最
高
指

導
者
と
革
命
防
衛
隊
の
力
関
係
、
お
よ

び
革
命
防
衛
隊
の
非
軍
事
活
動
を
、
主

に
関
連
制
度
・
団
体
の
展
開
か
ら
照
射

す
る
こ
と
で
、
革
命
防
衛
隊
を
め
ぐ
る

政
軍
関
係
の
変
容
が
何
故
生
じ
た
か
を

探
り
、今
後
を
展
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
草
創
・
戦
争
期

　
革
命
防
衛
隊
は
一
九
七
九
年
五
月
、

バ
ス
ィ
ー
ジ
は
同
年
一
一
月
に
初
代
最

高
指
導
者
ホ
メ
イ
ニ
ー
の
指
示
を
受
け

て
創
設
さ
れ
た
が
、
法
的
に

は
、
同
年
一
二
月
に
成
立
し

た
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共

和
国
憲
法
を
嚆
矢
と
す
る
。

「
革
命
防
衛
隊
は
、
革
命
と

そ
の
成
果
を
護
持
す
る
役
割

を
担
う
」
旨
の
第
一
五
〇
条

は
革
命
防
衛
隊
存
立
の
根
拠

条
文
、
お
よ
び
「
平
時
の
場

合
に
政
府
は
、
軍
の
人
員
や

装
備
を
災
害
救
助
、
教
育
、

生
産
、
村
落
開
発
等
の
諸
活

動
に
活
用
す
べ
き
」
旨
の
第

一
四
七
条
は
軍
に
よ
る
非
軍

事
活
動
の
根
拠
条
文
と
な

る
。
双
方
の
条
文
を
併
せ
る

と
、
革
命
防
衛
隊
は
平
時
の

革
命
体
制
護
持
の
た
め
非
軍

事
活
動
を
義
務
と
す
る
、
と
解
釈
さ
れ

る
。

　
さ
ら
に
、
憲
法
に
続
き
制
定
さ
れ
た

革
命
防
衛
隊
基
本
令
（
一
九
八
二
年
九

月
成
立
）
は
、
革
命
防
衛
隊
の
国
民
動

員
部
門
で
あ
る
バ
ス
ィ
ー
ジ
の
組
織
構

造
を
細
か
く
規
定
し
、
革
命
防
衛
隊
に

よ
る
社
会
末
端
へ
の
浸
透
を
法
的
に
根

拠
づ
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇

年
代
初
頭
に
お
い
て
既
に
、
革
命
防
衛

隊
が
軍
務
に
専
念
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
集
団
と
の
前
提
に
は
な
ら

ず
、
戦
後
に
革
命
防
衛
隊
に
よ
る
政
治

介
入
の
余
地
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

革
命
防
衛
隊
を
め
ぐ
る
イ
ラ
ン
の

政
軍
関
係
の
変
容

佐
藤
秀
信

― 特 集 ―
イランの民主化は

可能か
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と
は
い
え
、
一
九
八
〇
年
代
は
、
ホ

メ
イ
ニ
ー
の
指
導
力
と
戦
時
体
制
下

で
、
文
民
統
制
が
概
ね
実
現
さ
れ
た
時

期
と
い
え
る
。
最
高
指
導
者
が
全
軍
最

高
司
令
官
で
あ
り
、
革
命
防
衛
隊
幹
部

の
任
免
権
を
有
す
る
と
規
定
し
た
憲
法

第
一
一
〇
条
は
、
最
高
指
導
者
に
よ
る

軍
統
制
の
法
的
根
拠
と
な
る
。
ホ
メ
イ

ニ
ー
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら
八
年
間
続

い
た
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
、
軍
事

分
野
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
国

防
最
高
評
議
会
に
、
側
近
の
ハ
ー
メ
ネ

イ
ー
大
統
領
を
議
長
と
し
て
、
ラ
フ
サ

ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
国
会
議
長
を
政
務
担
当

の
最
高
指
導
者
名
代
（
戦
争
末
期
に
は

最
高
司
令
官
代
理
）
と
し
て
充
て
、
戦

争
に
係
る
主
要
な
指
揮
を
任
せ
た
。
ま

た
ホ
メ
イ
ニ
ー
は
、
軍
の
各
部
に
ウ
ラ

マ
ー
を
派
遣
し
、
軍
に
対
す
る
思
想
監

督
を
徹
底
し
た
。
国
防
最
高
評
議
会
の

下
部
に
あ
る
統
合
参
謀
本
部
が
作
戦
面

を
担
い
、
対
イ
ラ
ク
前
線
に
は
国
軍
と

革
命
防
衛
隊
が
展
開
し
た
。
社
会
と
軍

の
境
界
は
国
民
総
動
員
体
制
下
で
曖
昧

に
な
っ
た
が
、
革
命
と
戦
争
に
よ
っ
て

カ
リ
ス
マ
的
な
国
民
の
人
気
を
獲
得
し

た
ホ
メ
イ
ニ
ー
の
指
導
力
が
あ
っ
て
、

軍
の
政
治
介
入
は
問
題
と
な
る
レ
ベ
ル

に
達
し
な
か
っ
た
。

●
戦
後
の
非
軍
事
活
動
の
制
度
化

　
一
九
八
八
年
に
停
戦
と
な
り
、
翌
年

に
ホ
メ
イ
ニ
ー
が
死
去
し
て
以
降
、
政

軍
関
係
の
制
度
状
況
は
、
大
き
く
変
容

し
た
。
政
治
の
上
部
レ
ベ
ル
で
は
、
国

軍
、
革
命
防
衛
隊
、
治
安
維
持
軍
を
統

べ
る
全
軍
統
合
参
謀
本
部
の
創
設
、
革

命
防
衛
省
と
国
防
省
の
国
防
軍
需
省
へ

の
統
合
、
国
家
安
全
保
障
最
高
評
議
会

の
創
設
な
ど
、
軍
の
合
理
化
と
文
民
統

制
の
強
化
が
企
図
さ
れ
た
。
し
か
し
こ

れ
ら
制
度
改
革
は
、
軍
将
校
と
統
治
機

構
の
形
式
的
な
関
係
に
限
定
さ
れ
、
文

民
統
制
の
実
質
に
意
味
は
少
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
、
革
命
防
衛
隊
の
非
軍
事

活
動
に
関
わ
る
社
会
レ
ベ
ル
、
と
り
わ

け
文
教
、
治
安
維
持
、
経
済
の
三
分
野

に
お
い
て
、
制
度
上
の
重
要
な
動
き
が

あ
っ
た
。

　
第
一
の
文
教
分
野
で
は
、
革
命
防
衛

隊
雇
用
規
則
法
（
一
九
九
一
年
成
立
）

を
端
緒
と
し
て
、
法
令
制
定
と
団
体
創

設
が
進
め
ら
れ
た
。
同
規
則
法
は
、
革

命
防
衛
隊
基
本
令
の
施
行
後
、
戦
後
の

実
態
に
合
っ
た
詳
細
な
手
続
法
が
必
要

と
さ
れ
た
た
め
に
制
定
さ
れ
、
特
に
バ

ス
ィ
ー
ジ
と
公
教
育
機
関
と
の
協
力
を

主
眼
の
ひ
と
つ
に
す
る
。
以
降
、
小
中

高
生
バ
ス
ィ
ー
ジ
設
立
・
発
展
法
（
一

九
九
六
年
成
立
）、
大
学
生
バ
ス
ィ
ー

ジ
設
立
・
強
化
・
発
展
法
（
一
九
九
八

年
成
立
）
と
そ
の
実
施
規
則
（
二
〇
〇

一
年
成
立
）、
諸
大
学
教
員
バ
ス
ィ
ー

ジ
機
構
設
立
（
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
っ

て
、
小
学
校
か
ら
大
学
院
ま
で
の
学
生

お
よ
び
教
員
を
バ
ス
ィ
ー
ジ
へ
引
き
込

む
た
め
に
、
公
教
育
機
関
の
全
面
協
力

が
定
め
ら
れ
た
。

　
第
二
の
治
安
維
持
分
野
で
は
、
バ

ス
ィ
ー
ジ
の
治
安
維
持
活
動
を
法
的
に

容
認
し
た
治
安
維
持
軍
法
（
一
九
九
〇

年
成
立
）、
バ
ス
ィ
ー
ジ
司
法
支
援
法

（
一
九
九
二
年
成
立
）
と
そ
の
施
行
令

（
一
九
九
三
年
成
立
）
が
、
バ
ス
ィ
ー

ジ
に
よ
る
国
民
監
視
・
弾
圧
を
正
当
化

す
る
契
機
と
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代

初
頭
ま
で
、
バ
ス
ィ
ー
ジ
に
よ
る
国
民

監
視
・
弾
圧
は
法
的
な
根
拠
に
欠
け
、

実
際
の
対
応
は
下
部
拠
点
の
恣
意
的
判

断
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
こ

れ
ら
法
令
は
、
特
定
条
件
下
に
お
い
て

バ
ス
ィ
ー
ジ
に
逮
捕
権
を
付
与
し
、
治

安
維
持
軍
と
の
業
務
分
掌
を
規
定
し

た
。以
降
、一
九
九
四
年
の
ガ
ズ
ヴ
ィ
ー

ン
騒
擾
、
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
三
年

の
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
寮
を
発
端
と
す
る
騒

擾
に
お
い
て
、
バ
ス
ィ
ー
ジ
と
治
安
維

持
軍
に
よ
る
組
織
的
な
監
視
・
弾
圧
が

行
わ
れ
た
。し
か
し
、法
令
制
定
に
よ
っ

て
恣
意
的
判
断
に
よ
る
過
剰
弾
圧
が
な

く
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
第
三
の
経
済
分
野
で
は
、「
憲
法
第

一
四
七
条
に
沿
っ
て
国
防
軍
需
省
・
全

軍
の
専
門
能
力
を
国
家
開
発
に
活
用
す

べ
し
」
と
規
定
し
た
経
済
・
社
会
・
文

化
開
発
第
一
次
五
か
年
計
画
法
（
一
九

九
〇
年
成
立
）が
、革
命
防
衛
隊
に
と
っ

て
有
利
に
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九

八
九
年
に
設
立
さ
れ
た
先
述
の
「
最
後

の
預
言
者
開
発
本
部
」
は
、
発
足
当
初

か
ら
大
型
ダ
ム
建
設
や
石
油
・
ガ
ス
資

源
開
発
を
手
掛
け
、
一
九
九
〇
年
代
に

は
同
法
と
先
述
の
憲
法
規
定
を
追
い
風

に
、
灌
漑
設
備
、
ダ
ム
、
ト
ン
ネ
ル
、

道
路
、
水
道
ガ
ス
網
、
港
湾
施
設
、
鉄

道
駅
、
地
下
鉄
網
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

専
門
性
を
持
つ
子
会
社
を
幾
つ
も
設
立

し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
革
命
防
衛
隊
協

同
組
合
財
団
基
本
令
（
一
九
九
三
年
）、

バ
ス
ィ
ー
ジ
協
同
組
合
財
団
基
本
令

（
一
九
九
六
年
）、
バ
ス
ィ
ー
ジ
準
備
基

金
設
置
法
（
一
九
九
七
年
）
と
そ
の
基

本
令
（
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
っ
て
、次
々

と
革
命
防
衛
隊
傘
下
の
建
設
、
金
融
、

住
宅
の
事
業
体
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
以
上
の
制
度
構
築
は
、
ハ
ー
メ
ネ

イ
ー
新
体
制
の
安
定
確
立
の
一
環
で
あ

り
、
特
に
経
済
分
野
に
関
し
て
は
、
戦

後
復
興
へ
の
国
民
の
要
請
に
呼
応
す
る

も
の
だ
っ
た
。
ホ
メ
イ
ニ
ー
と
比
べ
、

最
高
指
導
者
就
任
時
に
政
教
両
面
で
支

持
基
盤
が
脆
弱
だ
っ
た
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー

は
、
政
治
的
に
は
改
革
派
を
露
骨
に
排

除
し
、
多
く
の
公
的
機
関
・
ポ
ス
ト
を

設
置
し
た
。
ま
た
宗
教
的
に
は
、
宗
教

界
保
守
派
の
全
面
支
援
を
受
け
、
シ
ー

ア
派
の
中
位
法
学
者
か
ら
最
高
権
威
へ

特
進
し
た
。
こ
の
過
程
で
ハ
ー
メ
ネ
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イ
ー
は
、
自
ら
に
近
い
エ
リ
ー
ト
や
パ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
権
能
を
配
分
し
、
ま

た
戦
争
で
の
戦
死
者
家
族
、
戦
傷
者
、

戦
争
功
労
者
を
厚
遇
し
、
自
身
は
そ
れ

ら
を
総
括
す
る
調
停
者
に
な
ろ
う
と
し

た
。
ホ
メ
イ
ニ
ー
の
絶
対
指
導
性
が
際

だ
っ
て
い
た
一
九
八
九
年
ま
で
の
最
高

指
導
者
体
制
は
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
期
に

な
っ
て
権
力
分
散
型
の
構
造
へ
変
容
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
政
軍
関

係
の
側
面
で
は
、
国
民
社
会
に
お
け
る

体
制
基
盤
安
定
を
目
的
に
、
革
命
防
衛

隊
の
非
軍
事
活
動
の
制
度
化
、
革
命
防

衛
隊
に
対
す
る
権
能
配
分
を
進
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
権
能
配
分
の
代
償
と
し

て
は
、
文
民
統
制
の
弱
体
化
が
容
易
に

想
定
さ
れ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭

ま
で
革
命
防
衛
隊
の
政
治
・
社
会
介
入

は
、
騒
擾
時
の
治
安
維
持
活
動
以
外
に

は
、
さ
し
て
顕
在
化
し
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
一
九
八
九
年
以
降
の
国
内
の
政

治
・
経
済
環
境
に
関
係
す
る
。
こ
の
時

期
の
革
命
防
衛
隊
は
、
国
内
外
の
武
力

脅
威
が
低
調
と
な
り
、
平
時
移
行
に
よ

る
非
軍
事
分
野
へ
の
人
員
配
置
・
組
織

構
築
に
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
特
に
、
既
存
の
行
政
制
度
の
早
期

立
て
直
し
を
目
指
し
、
ラ
フ
サ
ン

ジ
ャ
ー
ニ
ー
政
権
と
協
力
し
て
、
実
務

能
力
に
長
け
た
戦
功
者
を
戦
後
復
興
の

最
前
線
で
あ
る
様
々
な
公
的
機
関
の
幹

部
ポ
ス
ト
へ
配
置
し
た
（
こ
の
典
型
と

し
て
は
、
戦
時
に
革
命
防
衛
隊
の
後
方

支
援
部
門
で
活
躍
、
戦
後
は
イ
ラ
ン
西

北
部
の
県
知
事
や
州
知
事
顧
問
を
経

て
、
一
九
九
三
年
に
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
州

の
初
代
知
事
に
就
任
し
た
ア
フ
マ
デ
ィ

ネ
ジ
ャ
ー
ド
現
大
統
領
が
挙
げ
ら
れ

る
）。
ま
た
、
経
済
政
策
で
は
、
革
命

後
に
設
立
さ
れ
た
財
団（
ボ
ン
ヤ
ー
ド
）

が
一
九
九
〇
年
代
に
多
角
的
な
事
業
を

展
開
し
、
そ
れ
に
対
し
て
戦
後
に
新
設

さ
れ
た
革
命
防
衛
隊
関
連
の
事
業
体

は
、
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
レ
ベ

ル
に
留
ま
っ
て
い
た
（
参
考
文
献
①
）。

●�
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権

と
の
連
携

　
以
上
の
よ
う
な
革
命
防
衛
隊
の
政

治
・
社
会
介
入
の
状
況
は
、
二
〇
〇
五

年
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
発

足
後
、
特
に
大
き
く
変
化
す
る
。
社
会

レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
国
家
の
あ
ら
ゆ
る

政
策
決
定
レ
ベ
ル
に
革
命
防
衛
隊
が
介

入
し
、
文
民
統
制
が
実
質
的
に
揺
ら
ぎ

出
し
た
。
そ
の
発
端
は
、
一
九
九
七
年

以
降
の
改
革
派
の
興
隆
と
退
潮
、
お
よ

び
二
〇
〇
二
〜
〇
三
年
頃
か
ら
の
新
保

守
勢
力
の
台
頭
に
求
め
ら
れ
る
。

　
一
九
九
七
年
に
発
足
し
た
ハ
ー
タ

ミ
ー
政
権
は
、
自
由
化
・
民
主
化
路
線

を
強
く
打
ち
出
し
た
た
め
、
次
第
に
保

守
派
エ
リ
ー
ト
と
革
命
防
衛
隊
将
校
の

反
発
が
強
ま
っ
た
。
ハ
ー
タ
ミ
ー
政
権

発
足
か
ら
暫
く
、
保
守
派
が
掌
握
す
る

司
法
機
関
は
改
革
派
弾
圧
を
開
始
し
、

二
〇
〇
二
〜
〇
三
年
頃
に
は
改
革
派
の

抵
抗
が
頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
頃
か
ら

保
守
派
は
、
国
政
選
挙
で
の
議
席
奪
還

へ
向
け
、
従
来
の
老
齢
ウ
ラ
マ
ー
中
心

で
は
な
く
、
若
さ
・
高
学
歴
・
実
務
専

門
性
を
特
色
と
す
る
新
保
守
勢
力
の
候

補
者
を
次
々
と
擁
立
し
て
い
く
。
新
保

守
勢
力
の
候
補
者
の
多
く
が
、
先
述
し

た
よ
う
な
、
戦
後
に
公
的
機
関
へ
投
入

さ
れ
た
革
命
防
衛
隊
員
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
新
保
守
勢
力
形
成
の
一
翼
を
担
っ

た
保
守
政
党
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
献
身

者
協
会
は
、
大
都
市
の
貧
困
層
、
お
よ

び
戦
死
者
家
族
、
戦
傷
者
、
戦
傷
功
労

者
の
強
硬
保
守
層
を
支
持
基
盤
と
し
、

革
命
防
衛
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
親
和
的

な
関
係
に
あ
っ
た
。
新
保
守
勢
力
の
典

型
的
人
材
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命

献
身
者
協
会
の
古
参
幹
部
で
も
あ
る
ア

フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
が
、
二
〇
〇
五

年
大
統
領
選
挙
に
て
大
都
市
貧
困
地
域

で
動
員
票
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
保
守

派
に
よ
る
権
力
奪
還
の
意
思
が
社
会
レ

ベ
ル
に
お
け
る
革
命
防
衛
隊
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
動
員
能
力
と
結
び
つ
い
た
こ

と
を
、
如
実
に
意
味
し
た
。

　
以
上
の
経
緯
と
符
合
す
る
か
た
ち

で
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
発

足
前
後
か
ら
、
文
教
、
治
安
維
持
、
経

済
分
野
に
お
け
る
革
命
防
衛
隊
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
は
、
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
文

教
分
野
で
は
、
全
国
民
の
取
り
込
み
を

企
図
す
る
バ
ス
ィ
ー
ジ
化
教
育
が
打
ち

出
さ
れ
た
。
政
権
発
足
前
の
革
命
防
衛

隊
は
、
バ
ス
ィ
ー
ジ
構
成
員
に
の
み
体

制
従
属
と
そ
れ
に
沿
う
教
育
を
施
し
、

非
構
成
員
に
対
し
て
は
比
較
的
緩
や
か

な
態
度
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
同
時

に
、
ハ
ー
タ
ミ
ー
政
権
期
に
改
革
派
支

持
者
が
膨
れ
あ
が
っ
た
こ
と
を
眼
に
し

た
保
守
派
と
革
命
防
衛
隊
は
、
構
成
員

の
拡
大
が
体
制
安
定
の
要
諦
で
あ
る
と

も
認
識
し
て
い
た
。
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ー
ド
政
権
発
足
後
、
教
育
官
庁
と

バ
ス
ィ
ー
ジ
は
急
接
近
し
、
公
教
育
機

関
へ
の
革
命
防
衛
隊
系
の
人
材
投
入
が

進
め
ら
れ
た
。
多
額
の
政
府
予
算
が
、

放
課
後
の
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
夏

季
休
暇
の
避
暑
合
宿
な
ど
の
バ
ス
ィ
ー

ジ
関
連
活
動
に
投
入
さ
れ
た
。
体
制
批

判
の
一
大
拠
点
と
み
な
さ
れ
る
大
学
で

は
、
大
学
当
局
の
締
め
付
け
と
大
学
生

バ
ス
ィ
ー
ジ
拠
点
の
強
化
に
人
員
と
予

算
が
充
て
ら
れ
、
学
生
運
動
へ
の
弾
圧

が
激
化
し
た
。

　
治
安
維
持
分
野
で
は
、
軍
活
動
と
警

察
活
動
の
融
合
、
バ
ス
ィ
ー
ジ
の
警
察

活
動
拡
大
が
進
ん
だ
。
政
権
発
足
直
後

の
七
月
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
と

革
命
防
衛
隊
は
、
バ
ス
ィ
ー
ジ
副
長
官

で
あ
っ
た
ア
フ
マ
デ
ィ
モ
ガ
ッ
ダ
ム
を

治
安
維
持
軍
長
官
に
異
動
さ
せ
た
。
新
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長
官
は
、
同
月
に
発
生
し
た
ク
ル
ド
地

域
の
暴
動
を
、
革
命
防
衛
隊
陸
軍
お
よ

び
バ
ス
ィ
ー
ジ
と
連
携
し
て
、
徹
底
的

に
武
力
鎮
圧
し
た
。
同
じ
時
期
、
治
安

維
持
軍
と
そ
れ
を
行
政
所
管
す
る
内
務

省
の
幹
部
職
に
革
命
防
衛
隊
幹
部
経
験

者
が
続
々
と
配
置
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年

の
第
二
次
政
権
発
足
時
に
は
、
革
命
防

衛
隊
幹
部
経
験
者
の
モ
ハ
ン
マ
ド
ナ
ッ

ジ
ャ
ー
ル
が
、
国
防
軍
需
相
か
ら
内
相

へ
横
滑
り
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年

に
革
命
防
衛
隊
総
司
令
官
に
就
任
し
た

ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ
ー
の
主
導
に
よ
っ
て
、

翌
年
に
は
革
命
防
衛
隊
陸
軍
と
バ

ス
ィ
ー
ジ
軍
事
部
門
が
州
レ
ベ
ル
で
ひ

と
つ
の
作
戦
単
位
へ
編
制
さ
れ
、
バ

ス
ィ
ー
ジ
軍
事
部
門
を
効
率
よ
く
騒
擾

対
策
に
動
員
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
二
〇
〇
九
年
大
統
領
選
挙
後
の
騒

擾
で
は
、
警
棒
や
催
涙
弾
の
使
用
だ
け

で
鎮
圧
し
き
れ
な
い
治
安
維
持
軍
に
替

わ
り
、
バ
ス
ィ
ー
ジ
軍
事
部
門
は
騒
擾

参
加
者
に
対
し
機
関
銃
を
使
用
し
た
。

　
こ
こ
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
経
済
分

野
で
は
、「
最
後
の
預
言
者
開
発
本
部
」

の
石
油
事
業
と
金
融
事
業
の
拡
大
が
目

立
つ
。
先
述
し
た
「
最
後
の
預
言
者
開

発
本
部
」
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
ダ
ム

工
事
な
ど
で
実
績
を
積
む
専
門
子
会
社

を
束
ね
、
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る

と
イ
ラ
ン
有
数
の
建
設
・
開
発
事
業
体

に
成
長
し
た
。
二
〇
〇
六
年
以
降
に
は

南
パ
ー
ル
ス
・
ガ
ス
田
の
第
一
五
・
一

六
フ
ェ
ー
ズ
の
開
発
権
益
を
石
油
省
か

ら
得
た
ほ
か
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
受

注
、
石
油
開
発
企
業
の
買
収
を
手
掛
け

た
。（
参
考
文
献
②
③
）。
こ
れ
ら
石
油

事
業
へ
の
進
出
は
、
石
油
業
界
の
権
益

を
独
占
し
て
き
た
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー

ニ
ー
一
派
を
一
掃
し
、
革
命
防
衛
隊
傘

下
団
体
な
ど
自
ら
に
近
し
い
事
業
体
に

権
益
を
委
ね
た
い
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ー
ド
の
意
向
が
露
骨
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
に
法

制
化
さ
れ
た
協
同
組
合
財
団
傘
下
の
金

融
機
関
が
、
政
権
発
足
後
に
急
成
長
し

た
。
と
り
わ
け
、「
バ
ス
ィ
ー
ジ
無
利

子
貸
付
機
構
」
を
前
身
と
す
る
「
友
愛

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
は
、

バ
ス
ィ
ー
ジ
構
成
員
向
け
の
（
住
宅
、

車
両
、
教
育
の
ロ
ー
ン
を
含
む
）
無
利

子
貸
付
を
主
事
業
と
し
、
こ
こ
数
年
で

そ
の
事
業
資
金
と
支
店
数
を
急
増
さ
せ

た
。
バ
ス
ィ
ー
ジ
構
成
員
な
ら
審
査
も

緩
く
、
一
部
に
は
コ
ネ
を
使
っ
て
の
債

務
放
棄
が
容
易
と
も
言
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
革
命
防
衛
隊
傘
下
の
金
融
機
関
が

大
手
民
間
企
業
の
株
式
を
買
収
す
る
事

例
が
目
立
ち
始
め
、
体
制
一
丸
と
な
っ

て
進
め
て
い
る
は
ず
の
民
営
化
政
策

が
、
却
っ
て
革
命
防
衛
隊
の
市
場
支
配

を
促
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
（
参

考
文
献
④
）。

●
政
軍
関
係
の
変
容

　
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
革
命

防
衛
隊
を
め
ぐ
る
政
軍
関
係
が
ど
の
よ

う
に
変
容
し
た
か
、
以
下
の
よ
う
な
含

意
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
第
一
に
、
三
〇
年
程
度
の
ス
パ
ン
で

振
り
返
る
と
、
革
命
以
降
一
〇
年
ほ
ど

は
文
民
統
制
が
貫
徹
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
八
九
年
以
降
に
革
命
防
衛
隊
の
社

会
浸
透
の
制
度
化
が
図
ら
れ
た
。
ア
フ

マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
発
足
後
、
革

命
防
衛
隊
の
非
軍
事
活
動
は
、
そ
の
制

度
を
梃
子
に
し
て
、
行
政
運
営
に
大
き

な
影
響
を
有
す
る
レ
ベ
ル
ま
で
急
速
に

拡
大
し
た
。
政
軍
関
係
の
一
般
研
究
か

ら
み
れ
ば
、
政
治
に
お
け
る
軍
の
優
位

が
社
会
レ
ベ
ル
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に

成
立
し
て
い
く
過
程
は
、
興
味
深
い
事

例
と
い
え
る
。

　
第
二
に
、
こ
こ
五
年
程
度
の
ス
パ
ン

で
振
り
返
る
と
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ー
ド
政
権
発
足
後
の
革
命
防
衛
隊

の
政
治
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
増
大
が
、
二
〇

〇
九
年
大
統
領
選
挙
後
の
ハ
ー
メ
ネ

イ
ー
に
よ
る
調
停
役
放
棄
に
繋
が
っ
た

と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ハ
ー

メ
ネ
イ
ー
が
革
命
防
衛
隊
に
頼
り
続

け
、
そ
の
社
会
・
経
済
基
盤
が
ま
す
ま

す
強
大
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
み
る

と
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
イ
ラ
ン
は
、

軍
国
主
義
・
全
体
主
義
化
が
進
む
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
さ
と
う

　
ひ
で
の
ぶ
／
法
務
省
法
務

事
務
官
）

《
参
考
文
献
》

①�Thaler,�D
avid�E.�(et�al.)�2010.�

M
ullahs,�Guards,�and�Bonyads.�

RAN
D
�Corporation.

②�Alfoneh,�Ali�2007.�H
ow

�
Intertw

ined�are�the�
Revolutionary�Guards�in�Iran's�
Econom

y?.�Am
erican�Enterprise�

Institute�for�Public�Policy�
Research.

③�W
ehrey,�Frederic�(et�al.)�2009.�

The�Rise�of�Pasdaran:�Assessing�
the�Dom

estic�Roles�of�Iran's�
Islam

ic�Revolutionary�Guards�
Corps.�RAN

D
�Corporation.

④�Alfoneh,�Ali�2010.�The�
Revolutionary�Guards'�Looting�
of�Iran's�Econom

y.�Am
erican�

Enterprise�Institute�for�Public�
Policy�Research.

　
本
稿
に
て
示
し
た
筆
者
見
解
は
、
日
本

国
政
府
、
お
よ
び
筆
者
勤
務
先
の
見
解
一

般
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。


